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乱
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・
落
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・
不
刷
の
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は
お
取
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え
い
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し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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Ａ
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２２ふれあいふれあい

▽
普
段
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

―
大
家
族
な
の
で
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

▽
好
き
な
食
べ
物
は
あ
り
ま
す
か
？

―
結
華
ち
ゃ
ん
は
「
ち
ょ
ろ
ぎ
」
、
誉
く
ん
は
「
き
の
こ
」
、
匡
く
ん
は
「
た
ま

ご
」
が
大
好
き
で
す
。

▽
今
、
頑
張
っ
て
練
習
し
て
い
る
こ
と
は
？

―
結
華
ち
ゃ
ん
は
絵
を
描
く
こ
と
に
夢
中
。
誉
く
ん
は
、
計
算
カ
ー
ド
を
ス
ラ

ス
ラ
読
む
こ
と
を
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。

▽
将
来
の
夢
は
？

―
結
華
ち
ゃ
ん
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
お
い
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
、
誉
く
ん
は
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
、
匡
く
ん
は
新
幹
線
の
運
転
手
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。

▽
成
長
を
感
じ
る
こ
と
、
と
き
は
？

―
結
華
ち
ゃ
ん
は
１
人
で
遊
び
に
行
っ
た
り
、
お
留
守
番
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
誉
く
ん
は
、
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
は
成

長
し
た
な
と
感
じ
ま
す
。
匡
く
ん
は
、
ま
だ
ま
だ
成
長
途
中
で
す
。

▽
お
子
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
健
康
で
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
、
家
族
思
い
の
き
ょ
う
だ
い
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

尾花沢市寺内

斉藤 結華
ゆいか

ちゃん(10歳)

誉
ほまれ

く ん(７歳)

匡
たすく

く ん(５歳)
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■(今月の表紙)元気にがんばってます

／農と歳時記２

■すいか農学校研修会／「雪室」に雪入れ始まる

／たらの芽目ぞろえ会 ３

■ニュース展望台 ４

■みちのくぼいす

／クロスワードパズル ６

■30周年記念貯金キャンペーン 当選者決定 ８

■まるごと相談受付中 ９

■お知らせ掲示板 10

■家族で楽しむおいしい一皿

／おらえのめんごっこ 12
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▼
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
経
緯
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い

小
野
さ
ん
宅
で
は
、
す
い
か
80
㌃
（
大
玉

40
㌃
、
小
玉
40
㌃
）
と
小
か
ぶ
20
㌃
、
冬
期

間
は
ハ
ウ
ス
２
棟
で
た
ら
の
芽
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
就
農
し
、
結
婚
後
は
２
人
で

農
業
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
田
ん

ぼ
と
養
蚕
で
し
た
が
、
養
蚕
を
や
め
て
か
ら

す
い
か
栽
培
に
取
り
組
み
、
15
年
前
に
冬
期

間
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
た
ら
の
芽
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

▼
農
業
の
魅
力
や
苦
労
し
た
事
は
？

納
得
の
い
く
も
の
が
で
き
た
時
の
収
穫
時

期
は
一
番
お
も
し
ろ
く
、
今
ま
で
の
苦
労
が

報
わ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
農
業
は
自
然
が
相

手
。
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
の
で
、
毎
年

勉
強
で
す
。

▼
元
気
の
秘
訣
や
楽
し
み
は
？

旅
行
に
行
く
の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

去
年
は
す
い
か
づ
く
り
の
仲
間
た
ち
と
積
立

金
を
利
用
し
て
北
海
道
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

宗
雄
さ
ん
は
、
つ
げ
の
木
を
剪
定
し
て
い

ろ
ん
な
形
に
す
る
の
が
趣
味
で
、
鶴
と
か
亀
、

宝
舟
な
ど
多
く
の
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

▼
お
互
い
に
一
言

・
宗
雄
さ
ん
か
ら
恵
利
子
さ
ん
へ

「
結
婚
し
て
50
年
を
超
え
、
わ
が
ま
ま
な
自

分
に
文
句
も
言
わ
ず
つ
い
て
来
て
く
れ
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

二
人
で
農
業
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

・
恵
利
子
さ
ん
か
ら
宗
雄
さ
ん
へ

「
健
康
に
留
意
し
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

啓 蟄

啓蟄は二十四節気の一つで、冬ごもりをして

いた虫たちをはじめさまざまな生き物が地上に

はい出てくる頃です。啓蟄の啓の字は「戸を開

く」、蟄の字は「虫が土の中に潜って隠れる」

という意味を持ちます。

啓蟄は春の季語。同じく春の季語に「春雷」

「初雷」という言葉があります。昔から春雷は、

豊作の兆しとして喜ばれてきました。実際に、

農と歳時記

和文化講師 滝井ひかる

■啓蟄(けいちつ)(2026年は３月５日）

雷の放電によって

生じた窒素化合物

が雨に溶けて、土

壌に恵みをもたら

すとされています。

雷の落ちた土地に

はよく稲が実るの

で「稲妻」と呼ば

れるという説もあ

ります。

村山市大槇

小 野 宗
むね

雄
お

さん(71歳)

恵利子
え り こ

さん(71歳)

栽
培
の
基
本
を
再
確
認

〜
す
い
か
農
学
校
研
修
会
〜

▲すいか栽培の基本について学んだ研修会

1500㌧を搬入
～「雪室」に雪入れ始まる～

▲除雪機で天井近くまで積み上げられていく雪▲除雪機で天井近くまで積み上げられていく雪

ＪＡ本店敷地内にある雪室施設「零温雪室倉庫」

で１月19日から雪入れが始まり、連日作業が続いて

います。

高さ８㍍、広さ540平方㍍の貯雪庫に、本店敷地

内の除雪で集められた雪を大型のホイールローダ―

とダンプカーを使って搬入し、除雪機で天井近くま

で飛ばし積み上げます。

この雪室施設は、延床面積約4000平方㍍、玄米貯

蔵量約3600㌧で本州最大規模。玄米貯蔵庫に、ダク

トを通じて雪の冷気を循環させる仕組み。これによ

って貯蔵庫内を一年中適度な温度と湿度に保ち、古

米化の原因とされる脂肪酸の上昇を抑え、年間を通

して新米同様の味と香りを維持しています。

尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
の
研
修

会
が
１
月
15
日
、
尾
花
沢
市
役
所

会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
山

功
学
長
、
学
生
ら
16
人
が
出
席
し
、

す
い
か
栽
培
の
基
本
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
の
斎

藤
克
哉
課
長
補
佐
が
根
張
り
の
充

実
の
重
要
性
を
説
明
し
、
定
植
か

ら
交
配
作
業
、
収
穫
ま
で
の
作
業

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。
す
い
か
の
生
育
に
あ
っ
た
適

期
の
作
業
を
行
い
、
高
品
質
・
安

定
生
産
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
助
言
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
の

佐
々
木
秀
一
園
芸
課
長
は
、
作
型

の
特
徴
と
全
国
の
す
い
か
産
地
の

状
況
、
消
費
動
向
に

つ
い
て
説
明
。
近
年
、

カ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の

や
手
軽
に
食
べ
ら
れ

る
一
口
サ
イ
ズ
の
す

い
か
も
人
気
に
な
っ

て
い
て
、
市
場
か
ら

は
糖
度
が
あ
り
ド
リ

ッ
プ
が
少
な
く
、
品

質
が
良
い
物
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
す

い
か
の
単
価
も
高
騰

し
て
い
て
、
消
費
者

は
高
い
買
い
物
を
し

て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
、
高
品
質
栽
培

に
心
が
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
強
調
し

ま
し
た
。

品質は申し分なし
～たらの芽目ぞろえ会～

▲サンプルで出荷の規格を確認する生産者▲サンプルで出荷の規格を確認する生産者

ＪＡみちのく村山尾花沢営農センター山菜部会は

１月21日、たらの芽の目ぞろえ会を開き、部会員、

市場の担当者ら18人が参加しました。

沼澤克己部会長のあいさつに続き、東京シティ青

果(株)野菜第４部の新川洋幸部長は「尾花沢産は他

産地の見本となる品物が出荷されている。今年も良

品質の物の出荷をお願いする」と話しました。

ＪＡの担当者が出荷・販売状況を報告。高温干ば

つの影響で穂木の充実不足などから出荷数量の減少

が懸念されますが、参加者は等階級ごとに分けられ

たサンプルを手に取り、出荷規格やパックの詰め方

などを再確認しました。
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令和８年用 肥料・農薬相談会令和８年用 肥料・農薬相談会令和８年用 肥料・農薬相談会

大石田地区が１月20日に大石田営農センターで、

村山地区が21日にＪＡグリーンごてんで、尾花沢地

区が22日に尾花沢営農センターで、令和８年用の肥

料・農薬の早期予約を取りまとめるための相談会を

開きました。

いずれの地区でもメーカーの担当者が出席し、新

商品の紹介や商品の使用時期、効果などの質問にも

対応。ＪＡの担当職員からは肥料・農薬の早期予約

のメリットなどの説明が行われました。

今年度合併30周年を迎えた当ＪＡでは、組合員の

皆様の負託に応えるため事業に取り組んでいこうと

１月16日、職員全体研修会を開きました。

研修会では、三浦組合長が「合併30周年を迎え、

様々な課題はあるが、組合員、地域住民とのふれあ

いを大切にし、事業計画達成にむけ業務に取り組ん

でほしい」とあいさつ。今年度の新採職員の紹介や

ＪＡ職員が集い活動している各種スポーツクラブの

紹介も行われました。懇親会では、終始和やかに楽

しいひと時を過ごし、30周年を祝いました。

席上、職員組合で募集した「日頃心掛けている、

目指していきたい内容」をテーマの川柳コンテスト

と「みちのく村山管内の素材」をテーマとしたフォ

トコンテストの表彰も行われました。

▲研修会であいさつする三浦組合長

村

山

地

区

甘さ格別、冬野菜の収穫甘さ格別、冬野菜の収穫甘さ格別、冬野菜の収穫

～村山市の農園で体験～～村山市の農園で体験～～村山市の農園で体験～

｢
親
子
で
わ
く
わ
く
♪
冬
野
菜

収
穫
体
験
」
が
、
１
月
10
日
か
ら

村
山
市
大
久
保
の
髙
谷
農
園
の
施

設
で
始
ま
り
ま
し
た
。

収
穫
体
験
は
10
年
程
前
か
ら
行

っ
て
い
て
、
現
在
は
、
令
和
４
年

３
月
に
農
協
観
光
山
形
エ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
と
村
山
市
、
同
市
観
光
物

産
協
会
の
３
者
が
協
定
締
結
し
た

農
観
連
携
「
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら

や
ま
事
業
」
の
一
環
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

約
165
平
方
㍍
の
ハ
ウ
ス
７
棟
に

は
、
人
気
の
芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心

に
、
ホ
ウ
レ
ン
草
や
ア
ス
パ
ラ
菜
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
20
種
類
以
上

の
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
月
７
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
は
や
ま

認
定
こ
ど
も
園
の
年
長
児
22
人
が

招
待
さ
れ
ま
し
た
。
茎
に
つ
い
て

い
る
芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
一
つ
一
つ
手

で
収
穫
。
収
穫
し
た
芽
キ
ャ
ベ
ツ

を
頬
張
っ
た
佐
藤
結
愛
さ
ん
(
６
)

は
「
甘
く
て
パ
リ
パ
リ
し
て
お
い

し
い
。
中
々
取
れ
な
く
て
大
変
だ

っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
お
汁
で

食
べ
た
い
｣
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

▲芽キャベツの収穫を体験する園児

１
月
15
、
23
日
の
２
回
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
モ
ル
ッ
ク
大
会
を
開

き
ま
し
た
。

２
回
合
わ
せ
て
63
人
が
参
加
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
長
さ
が
約
22
・
５

㌢
の
モ
ル
ッ
ク
(
木
の
棒
)
を
１

本
ず
つ
投
げ
、
高
さ
が
約
15
㌢

の
ス
キ
ッ
ト
ル
（
木
の
ピ
ン
）

を
倒
し
て
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
、
50
点
ち
ょ
う
ど
に
な
っ

た
チ
ー
ム
が
勝
利
と
な
り
ま
す
。

３
〜
４
人
一
組
の
対
抗
戦
で
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

部
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が

ら
50
点
目
指
し
て
モ
ル
ッ
ク
を

投
じ
て
い
ま
し
た
。

▲モルックに挑戦する女性部員

川柳・標語コンテスト最優秀賞作品

『引き受けた 仕事の先に 学びあり』

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
作
品

『みちのくの海女ちゃん』

尾

花

沢

支

部

１
月
21
日
、
尾
花
沢
営
農
セ

ン
タ
ー
で
料
理
講
習
会
を
開
き
、

８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
な
ど
「
も
し
も
」

の
時
に
役
立
つ
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
湯
せ
ん
調

理
だ
け
で
作
る
「
ケ
チ
ャ
ッ
プ

ラ
イ
ス
」
、
「
ガ
ー
リ
ッ
ク
チ
キ

ン
」
と
ポ
リ
袋
の
上
か
ら
も
む

だ
け
で
作
れ
る
「
キ
ャ
ベ
ツ
の

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
な
が
ら
調

理
を
し
、
出
来
上
が
っ
た
料
理

を
全
員
で
試
食
。
お
い
し
く
手

軽
に
簡
単
に
で
き
、
も
し
も
の

時
に
役
立
つ
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲｢もしも｣の時に役立つメニューに挑戦

する女性部員

常

盤

支

部

１
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
旧
常
盤
事

務
所
で
ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
を
開
き
ま
し
た
。

支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
、
12
人
が
参
加
。

ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
は
９
本
の

ピ
ン
に
当
て
、
反
転
し
た
ピ
ン

に
書
か
れ
た
点
数
が
得
点
と
な

り
ま
す
。
中
央
の
「
Ｓ
」
ピ
ン

を
１
投
目
で
反
転
さ
せ
る
と
20

点
、
２
投
目
で
は
10
点
と
高
得

点
に
な
り
ま
す
。

１
ゲ
ー
ム
で
１
フ
レ
ー
ム
２

球
ず
つ
投
げ
、
３
ゲ
ー
ム
で
競

い
ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
行
わ
れ
、
部
員
相
互
の

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ビーンボーリングを楽しむ参加者

女

性

部

ＪＡ合併30周年を祝うＪＡ合併30周年を祝うＪＡ合併30周年を祝う

～職員全体研修会～～職員全体研修会～～職員全体研修会～

尾花沢地区での

相談会

村山地区での

相談会

大石田地区での

相談会
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７

１

２

３

４

Ｃ

６７

❷卒業生代表が壇上で卒業ーを受

け取った

❻チューナーで選局して聞きます

❽わんこそばやじゃじゃ麺で知ら

れる県

❾精算するために並びます

10アルファベットの７番目

11通知表ともいいます

15走ること。ウイニング――

16日本庭園の池に似合う魚

18熱波師が活躍しているところも

あります

20糖度計の――を読み取った

21夫婦――で旅行に行った

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

2118

19

20

14

15

16

17

11

12

13

９

10

６

７

8

１

２

３

４

５

➡ ヨコのカギ

❶お雛様にひな――をお供えした

❷力士が土俵にまくもの

❸オーストリアの首都

❹眉間に寄せるもの

❺スケジュール帳に書き込みます

❼――は小説よりも奇なり

10――、雷、火事、親父

12タロットカードや水晶玉などを

使っておこないます

13出身校をこういうことも

14パーが紙ならチョキは

17ショートケーキの真っ赤な彩り

果実

19鳴門海峡には大きなものが発生

20神社の参拝時に鳴らすこともあ

ります

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

⬇ タテのカギ

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

１月号の答え ｢ゴウカク｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』３月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ２月24日(火)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす｢テーマ大賞｣………１名

クロスワードパズル正解者の中から…５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
85

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•こっちゃんのばあ さん（大石田町）

•レーズンサンド さん（大石田町）

•コロコロヒロ さん（村山市）

•お茶々 さん（尾花沢市）

•６４歳女性 さん（村山市）

ハ ゴ イ タ カ タ

エ ホ ウ マ キ ツ

コ エ ノ ツ ク

ア リ マ サ カ リ

ラ ト ラ ク タ ー

キ フ ブ キ カ

バ ザ ー フ ナ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢冬
を
振
り
返
っ
て
」
で
す
。

今
冬
の
思
い
出
や
心
に
残
っ
た
出

来
事
な
ど
・
・
・
皆
様
の
お
話
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
通
常
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

他
に
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
合
併
30

周
年
記
念
と
し
て
、
５
名
の
方
に
３

０
０
０
円
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
応
募
と
同
様
に
お
便
り
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

｢冬
に
食
べ
た
く
な
る
も
の
｣

１
年
で
一
番
寒
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
心
も
体
も
温
ま

る
｢
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
｣
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
私
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

旧
暦
の
大
晦
日
を
｢
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん

の
日
(
家
庭
団
ら
ん
の
日
）
｣
と
し
、
家

族
み
ん
な
で
大
鍋
を
囲
み
ア
ツ
ア
ツ
の

う
ど
ん
を
ひ
っ
ぱ
り
な
が
ら
、
新
し
く

く
る
年
の
福
運
を
ひ
っ
ぱ
り
ま
し
ょ
う

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

(
村
山
市
／
Ｔ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

さ
ん
)

テ
ー
マ
大
賞

カ
ッ
プ
ル
で

フ
ー
フ
ー
食
べ
る

キ
ム
チ
鍋

※
夫
婦
(フ
ー
フ
)
へ
の
予
行
演
習
を
し
て
い
る
の
か
な
？
辛
口
の
鍋
だ
け
に
、

お
熱
い
の
は
ほ
ど
ほ
ど
に

(村
山
市
／
鍋
奉
行

さ
ん
)

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

Ｃ

冬
に
食
べ
た
い
物
は
ど
ん
が
ら
汁
で
す
。
庄

内
の
ど
ん
が
ら
汁
は
酒
粕
と
海
苔
も
入
っ
て
い

て
白
子
卵
両
方
美
味
し
い
で
す
ね
〜
。
今
年
も

食
べ
に
行
き
た
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
チ
ロ
ち
ゃ
ん
の
マ
マ

さ
ん
)

寒
い
こ
の
時
期
は
灯
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
焼

き
芋
を
作
っ
て
食
べ
る
の
が
好
き
で
す
。
甘
く

て
美
味
し
い
し
体
に
も
い
い
の
で
、
こ
の
時
期

な
ら
で
は
の
食
べ
方
と
し
て
オ
ス
ス
メ
で
す
。

(大
石
田
町
／
隊
長

さ
ん
)

納
豆
汁
で
す
。
納
豆
大
好
き
。
体
も
暖
ま
り

ま
す
。

(
村
山
市
／
髭
な
し
カ
ー
ル
お
じ
さ
ん

さ
ん
)

寒
い
冬
に
食
べ
た
く
な
る
も
の
は
心
も
身
体

も
温
ま
る
あ
っ
た
か
い
料
理
、
食
卓
に
湯
気
が

上
が
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
秋
に
収
穫
し
た
越

冬
野
菜
に
魚
や
肉
、
き
の
こ
な
ど
を
入
れ
、
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い
の
で
、
私
な
り
に
様
々

工
夫
し
な
が
ら
ア
レ
ン
ジ
し
て
汁
物
や
煮
物
に

し
て
食
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
日
は
何
を
食

べ
よ
う
か
な
？
と
三
度
の
食
事
を
作
っ
て
い
ま

す
の
で
、
栄
養
面
で
も
片
寄
ら
な
い
よ
う
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
で
き
る
よ
う
に
健
康
面
に
も

考
え
作
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や

さ
ん
)

熱
々
の
お
で
ん
で
大
根
、
ち
く
わ
ぶ
が
い
い

で
す
。
(
東
京
都
あ
き
る
野
市
／
75
歳
男
性

さ
ん
)

冬
は
多
種
多
様
な
鍋
が
群
雄
割
拠
す
る
｢
戦
国

時
代
｣
で
す
。
私
の
推
し
は
断
然
キ
ム
チ
鍋
！
外

は
氷
点
下
で
も
、
家
の
中
で
は
額
に
汗
を
浮
か

べ
、
家
族
で
鼻
を
す
す
り
な
が
ら
戦
う
(
食
べ

る
)
キ
ム
チ
鍋
は
格
別
で
す
。
辛
さ
と
熱
さ
で
家

族
全
員
が
同
じ
顔
に
な
る
、
こ
れ
ぞ
｢
一
家
だ
ん

ら
ん
｣
の
姿
で
す
。

(
村
山
市
／
鍋
奉
行

さ
ん
)

も
ち
ろ
ん
毎
日
で
は
な
い
で
す
が
、
冬
に
１

回
は
ア
イ
ス
を
食
べ
た
く
な
り
ま
す
ね
。
冬
に

も
新
作
ア
イ
ス
が
発
売
さ
れ
て
い
た
り
し
て
新

し
い
も
の
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

(
愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん

さ
ん
)

な
ぜ
か
納
豆
汁
で
す
。
芋
が
ら
、
ぜ
ん
ま
い
、

油
揚
げ
、
ネ
ギ
、
豆
腐
･
･
･
と
に
か
く
定
番
具
材

に
い
ろ
い
ろ
入
れ
て
作
り
ま
す
。

(
大
石
田
町
／
生
(
な
ま
)
さ
ん
)

ア
ツ
ア
ツ
の
味
の
し
み
た
お
で
ん
で
し
ょ
う

か
。
お
で
ん
の
具
材
を
鍋
い
っ
ぱ
い
に
入
れ
て

昆
布
で
だ
し
汁
を
作
り
、
卵
も
人
数
分
入
れ
て
、

か
た
ゆ
で
じ
ゃ
な
く
て
中
は
半
熟
く
ら
い
の
方

が
好
き
で
す
ね
。
作
っ
た
日
よ
り
も
翌
日
の
お

で
ん
の
方
が
味
が
染
み
て
い
て
お
い
し
い
で
す

よ
ね
。

(
村
山
市
／
ユ
ッ
キ
ー

さ
ん
)

餅
を
つ
く
直
前
の
｢
ふ
か
す
｣
で
す
。
私
が
子

ど
も
の
頃
、
正
月
の
餅
つ
き
は
暮
れ
に
出
稼
ぎ

か
ら
帰
っ
て
き
た
父
の
役
目
。
私
は
あ
が
り
こ

ば
に
座
っ
て
臼
に
入
れ
ら
れ
湯
気
の
上
が
る
｢
ふ

か
す
｣
を
食
べ
な
が
ら
様
子
を
見
て
い
た
も
の
で

す
。
あ
の
時
の
｢
ふ
か
す
｣
お
い
し
か
っ
た
こ
と
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

(
村
山
市
／
赤
毛
の
ア
ン
大
好
き
お
ば
さ
ん

さ
ん
)

寒
く
な
る
と
思
い
出
す
の
は
、
義
父
が
庄
内

か
ら
買
っ
て
き
た
寒
ダ
ラ
で
作
っ
て
く
れ
た
ど

ん
が
ら
汁
で
す
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
今
で

は
高
い
し
、
魚
も
さ
ば
け
な
い
し
で
き
ま
せ
ん
。

ワ
ラ
ビ
や
フ
キ
、
山
菜
の
塩
出
し
し
て
作
っ
た

煮
物
も
お
い
し
い
で
す
ね
。

(
村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

な
ん
と
い
っ
て
も
｢
寒
鱈
鍋
｣
で
す
。
庄
内
の

親
せ
き
か
ら
鱈
を
も
ら
う
の
で
、
わ
が
家
の
冬

の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
隣
近
所
に
も
お
裾
分

け
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
以
前
ま
で
は
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
の
味

を
受
け
継
い
で
私
が
作
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

美
味
し
く
作
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

(
尾
花
沢
市
／
ポ
チ
子
の
母
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

鍋
料
理
で
す
。
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い

ま
す
。

(
大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん

さ
ん
)

お
で
ん
、
ど
ん
が
ら
汁
、
ふ
ろ
ふ
き
大
根
、

鮭
あ
ら
の
か
す
汁
、
す
き
焼
き
･
･
･
冬
は
何
で
も

お
い
し
い
。
お
い
し
い
山
形
の
冬
が
い
い
。

(
村
山
市
／
河
島
山

さ
ん
)

大
寒
の
時
期
は
寒
鱈
で
す
ね
。
毎
年
２
、
３
回

は
食
べ
て
い
ま
す
。
野
菜
も
た
っ
ぷ
り
入
れ
て

み
そ
味
で
と
て
も
温
ま
り
ま
す
。
あ
と
は
青
菜

の
塩
漬
け
の
塩
を
ぬ
い
て
煮
物
に
し
た
り
し
て

食
べ
て
い
ま
す
。(

尾
花
沢
市
／
春
よ
こ
い

さ
ん
)

冬
に
食
べ
た
く
な
る
も
の
は
、
干
し
芋
で
す
。

焼
き
芋
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ス
ト

ー
ブ
で
軽
く
あ
ぶ
っ
た
干
し
芋
を
食
べ
て
、
こ

た
つ
に
く
る
ま
り
家
族
団
ら
ん
の
一
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。(

京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ

さ
ん
)

正
月
明
け
の
１
月
中
旬
頃
、
ひ
と
足
早
く
あ

さ
つ
き
の
酢
み
そ
和
え
と
甘
酒
が
飲
み
た
く
な

り
ま
す
。
甘
酒
は
作
っ
て
飲
み
ま
し
た
が
、
あ

さ
つ
き
は
ま
だ
で
す
。
今
時
期
寒
い
の
で
、
定

番
の
鍋
と
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
は
か
な
り
出
番
が

多
い
で
す
。
医
食
同
源
･
･
･
毎
日
食
べ
て
い
る
も

の
で
体
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
安
価
な

も
の
で
も
食
事
を
大
切
に
生
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

(
大
石
田
町
／
レ
ー
ズ
ン
サ
ン
ド

さ
ん
)

青
菜
ま
た
は
高
菜
漬
け
の
煮
物
で
す
。
秋
に

塩
漬
け
し
て
い
て
、
そ
れ
を
塩
抜
き
し
て
煮
物

に
す
る
。
今
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
最
高
で

す
。
今
が
１
番
ョ
！

(
尾
花
沢
市
／
花
大
好
き

さ
ん
)

や
っ
ぱ
り
鍋
料
理
で
す
ね
。
ひ
と
冬
で
何
種

類
の
鍋
を
す
る
で
し
ょ
う
か
？
(
キ
ム
チ
、
も
つ
、

牛
す
じ
、
す
き
焼
き
、
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
、
豆
乳
、

み
そ
ス
ー
プ
･
･
･
)
体
が
温
ま
っ
て
最
高
で
す
。

孫
達
も
大
喜
び
で
す
。

(
尾
花
沢
市
／
ひ
ま
わ
り

さ
ん
)

鍋
で
す
ね
。
肉
や
魚
に
野
菜
等
、
あ
る
も
の

を
入
れ
る
の
で
手
軽
に
楽
し
め
、
寒
い
日
は
温

ま
り
ま
す
。
鍋
つ
ゆ
も
一
人
前
か
ら
種
類
も
多

く
、
い
ろ
ん
な
味
が
楽
し
め
一
人
鍋
も
好
き
で

す
。
味
変
も
で
き
、
〆
は
ご
は
ん
や
麺
を
入
れ

て
最
後
ま
で
楽
し
め
る
の
で
最
高
だ
と
思
い
ま

す
。

(
村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

冷
蔵
庫
に
あ
る
具
材
で
作
る
｢
す
い
と
ん
｣
で

す
。
豚
肉
だ
っ
た
り
鶏
肉
だ
っ
た
り
、
あ
っ
さ

り
気
分
の
時
は
、
油
揚
げ
、
さ
つ
ま
揚
げ
、
ち

く
わ
な
ど
と
、
秋
に
採
っ
た
大
根
、
白
菜
、
ネ

ギ
、
ゴ
ボ
ウ
を
入
れ
、
し
ょ
う
ゆ
味
や
み
そ
味

に
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
簡
単
で
暖
ま
り
ま
す
。

(
村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ

さ
ん
)

冬
の
定
番
こ
た
つ
で
ミ
カ
ン
が
大
好
き
で
す
。

最
近
は
少
し
高
く
て
も
お
い
し
い
物
を
食
べ
た

く
、
今
年
は
５
箱
も
食
べ
ま
し
た
。

(
尾
花
沢
市
／
２
児
の
母
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

冬
に
食
べ
た
く
な
る
も
の
･
･
･
寒
鱈
汁
、
旬
の

白
菜
を
使
っ
た
料
理
(
鍋
料
理
、
炒
め
物
、
春
巻

き
、
ロ
ー
ル
白
菜
、
サ
ラ
ダ
、
餃
子
、
白
菜
カ

レ
ー
《
ア
ン
マ
ッ
チ
な
よ
う
で
す
が
美
味
し
い
で

す
》
)、
干
し
柿
。

(
村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ

さ
ん
)

寒
く
な
る
と
、
い
つ
も
一
番
の
お
気
に
入
り

の
好
物
は
納
豆
汁
。
摺
潰
し
た
納
豆
と
干
し
た

芋
が
ら
の
味
噌
汁
に
生
ネ
ギ
を
刻
ん
で
、
浮
か

べ
て
フ
ウ
ー
フ
ウ
ー
吹
き
な
が
ら
喰
う
の
は
雪

国
な
ら
で
は
の
ご
馳
走
。

(
尾
花
沢
市
／
ま
だ
ら
ボ
ケ

さ
ん
)

だ
ん
と
つ
に
納
豆
汁
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。

納
豆
は
嫌
い
な
ん
で
す
が
、
な
ぜ
か
納
豆
汁
は

大
好
き
で
す
。
毎
年
、
元
旦
と
七
草
に
は
必
ず

食
べ
ま
す
。
里
芋
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
、
熱
々

の
を
食
べ
る
の
が
最
高
で
す
。

(
大
石
田
町
／
こ
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ

さ
ん
)

鍋
、
漬
物
。
家
庭
菜
園
で
収
穫
し
た
野
菜
や

頂
き
物
で
工
夫
し
な
が
ら
一
冬
過
ご
せ
る
の
は

幸
せ
だ
な
ぁ
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
や
し
た
い

今
日
こ
の
頃
。

(
村
山
市
／
チ
ャ
ラ
男

さ
ん
)

た
こ
焼
き
で
す
。
表
面
が
カ
リ
ッ
と
し
た
の

が
大
好
き
で
す
。(

尾
花
沢
市
／
ペ
ン
ギ
ン

さ
ん
)

漬
物
で
す
。
白
菜
、
青
菜
、
た
く
あ
ん
漬
け

な
ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
が
覚
え
て
い
る
食

べ
物
。
白
い
ご
飯
に
塩
味
の
効
い
た
お
か
ず
に

最
高
で
す
。

(
村
山
市
／
チ
ャ
チ
ャ

さ
ん
)

あ
っ
た
か
い
部
屋
で
こ
た
つ
に
入
っ
て
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
、
軒
下
に
つ
る
し
て
あ
る
、
ま
っ

た
り
し
た
干
柿
か
な
。
昔
か
ら
の
思
い
出
で
す
。

(
大
石
田
町
／
快
の
じ
い
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

身
体
の
あ
っ
た
ま
る
食
べ
物
が
い
い
で
す
ね
。

私
は
寒
鱈
を
食
べ
、
身
も
心
も
あ
っ
た
ま
り
ま

す
ね
。

(
大
石
田
町
／
も
も
太
郎

さ
ん
)

心
も
体
も
温
か
く
な
る
「
お
で
ん
」
。
朝
か
ら

下
準
備
。
秋
収
穫
し
た
だ
い
こ
ん
を
茹
で
て
、

昼
か
ら
練
り
物
。
私
は
油
揚
げ
に
生
卵
入
れ
て

煮
込
ん
だ
の
が
好
き
で
す
。
大
き
な
鍋
で
ゆ
っ

く
り
ぐ
つ
ぐ
つ
と
湯
気
に
ほ
っ
こ
り
、
幸
福
感

あ
ふ
れ
て
胃
袋
も
満
足
で
す
。

(
尾
花
沢
市
／
胡
蝶
蘭

さ
ん
)

け
ん
ち
ん
汁
で
す
。
母
が
作
る
け
ん
ち
ん
汁

が
好
き
で
す
。
今
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
食
べ
て

い
る
け
ん
ち
ん
汁
の
味
に
は
近
づ
け
ま
せ
ん
。

(
尾
花
沢
市
／
お
茶
々

さ
ん
)

受
験
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
挑
戦
者
の
み
な
さ

ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

(
村
山
市
／
ユ
ノ
サ
ワ
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

家
庭
菜
園
で
さ
く
ら
ん
ぼ
、
も
も
、
り
ん
ご
、

ぶ
ど
う
、
キ
ウ
イ
、
柿
な
ど
い
ろ
い
ろ
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
は
日
照
り
が
続
い
て
良
く
な
か

っ
た
け
ど
、
今
年
は
よ
り
良
い
物
を
作
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
村
山
市
／
ツ
ウ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

体
に
気
を
付
け
て
１
日
１
日
楽
し
く
過
ご
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

(
村
山
市
／
ミ
キ
テ
ィ
ー

さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
村
山
市
／
み
り
み
り
ミ
ッ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

毎
月
皆
さ
ん
の
素
敵
な
コ
メ
ン
ト
、
楽
し
く

見
て
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市
／
け
い
の
ば
あ
ば

さ
ん
)

少
々
レ
ア
で
す
が
、
鶴
岡
・
酒
田
に
単
身
赴
任

し
て
い
た
時
に
、
知
人
宅
で
食
べ
た
｢
と
び
っ
き

り
新
鮮
な
ハ
タ
ハ
タ
の
湯
上
げ
｣
と
、
す
し
屋
で

食
べ
た
｢
揚
が
っ
て
数
時
間
以
内
の
寒
タ
ラ
の
生

白
子
｣
の
衝
撃
的
な
お
い
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。

(
大
石
田
町
／
ギ
ッ
ト
ロ

さ
ん
)

寒
く
な
る
と
温
野
菜
が
美
味
し
い
の
で
お
で

ん
･
す
き
焼
き
･
鍋
物
が
登
場
し
ま
す
。
後
入
れ
の

う
ど
ん
や
餅
も
好
き
で
す
。
み
ん
な
で
囲
む
食
事

は
美
味
し
さ
が
増
し
ま
す
ね
。

(
村
山
市
／
64
歳
女
性

さ
ん
)

私
は
、
亡
き
祖
母
が
良
く
送
っ
て
く
れ
た
手
作

り
の
キ
ム
チ
で
す
。
も
う
亡
く
な
っ
て
20
年
以
上

経
っ
て
も
、
未
だ
に
毎
年
思
い
出
し
て
凄
く
恋
し

く
な
っ
て
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。

(
大
分
県
国
東
市
／
り
ん
ご
タ
ル
ト

さ
ん
)

冬
の
食
べ
物
数
々
あ
れ
ど
、
何
食
べ
た
い
か
と

言
え
ば
、
鍋
物
か
な
ぁ
。
特
に
鱈
鍋
と
か
す
き
焼

き
か
な
ぁ
。

(
村
山
市
／
山
形
大
好
き
さ
ん

さ
ん
)

Ｄ

す
が
す
が
し

元
旦
の
宴

親
し
き
人
の
心
知
れ
ず

と
げ
取
れ
ぬ

(村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ

さ
ん
)

丼
の
寒
鱈
汁
を
食
い
た
れ
ば

く
や
し
き
顔
が
頭
を
よ
ぎ
る

※
本
職
の
人
が
寒
鱈
汁
を
さ
ば
い
て
い
る
所
を
見
て
い
る
と
、
何
と
な
く
鱈
の

顔
が
く
や
し
い
顔
に
見
え
て
き
ま
す
。
寒
鱈
祭
り
に
並
ん
で
食
べ
る
｢ど
ん

が
ら
汁
｣
が
冬
に
な
る
と
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
自
分
で
材
料
を
買
っ
て
も

同
じ
味
に
な
ら
な
い
で
す
け
ど
･･･

(村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る

さ
ん
)

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ａ
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お知らせ掲示板

だよりだより理事会理事会

着心地確かめベストな一着を
大石田で冬物衣料、紳士服フェア

地区別座談会の開催について

村山産業高校が
文部科学大臣表彰

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

講
習
会

豪雪対策本部を設置


